Emory University in Atlanta, U.S.A.(FROM ABROAD) by 高瀬,学 & TAKASE,Manabu
〔千葉医学 58，212，1982J 
〔海外だより〕 エモリ一大学より
私は昨年7月から米国ジョージア州アトランタ市にあ
る，エモリー大学医学部脳神経外科学教室及び神経病理
学教室に留学しています。ジョージア州は小説「風と共
に去りぬ」の舞台となった所で，カーター前大統領の出
身地でもあります。北はテネシー州，南はフロリダ州に
接し，緑の林と湿った赤い土が印象的な南部の州です。
アトランタ市はアパラチア山脈の南麓に位置し，衛星都
市を含め人口約 200万の州都で，現在全米ーの規模の空
港があり米国の空の交通の要所になっています。又ここ
から車で東に 3時間程走ると，ゴルフのマスターズトー
ナメントで有名なオーガスタ市があります。米国では最
近気候が温暖で，地下資源の豊富な南部の諸州が脚光を
浴びつつあり，当地も千葉k同じ位の気候で冬も比較的
暖かく，四季それぞれの美しい景色を楽しむことが出来
ます。
エモリ一大学はアトランタ市の北東の郊外にあり，南
部で有数の歴史を持つ私立大学です。医学部は広大なキ
ャンパスの中心にあり，外来棟，附属病院，小児病院，
基礎研究棟の他に，同じ敷地内に国立の伝染病研究所が
建っています。内科は， Willis Hurst教授が主任で循環
器系にカを入れており，外科には門脈圧允進症に対する 
Warrenの手術で有名な DeanWarren教授がおりま
す。文臨床病理の RexConn教授は最近日本語に訳さ
れた診断学の教科書でおなじみのことと思います。
私が大半を過ごす神経病理学教室は，附属病院と別棟
の基礎館と両方に研究室を持っており，神経病理のレジ
デントの他に脳外科や神経内科のレジデントがカリキュ
ラムを組んで勉強に来ています。主任は武井義雄教授
で，東北大学を卒業後米国に渡られ，エー/レ大学の助教
授をへて 8年前からここに神経病理の講座を聞いていま
す。
脳外科の主任は， George T. Tindall教授で脳腫療，
特に脳下垂体腺腫の手術の権威で， 年間150例以上の症
脳神経外科学教室高 瀬 学
例を自ら手術しています。
神経病理と脳外科は，基礎研究並びに臨床共互いに密
接に結び、ついており，脳腫療などの手術の際には，神経
病理医が術中に凍結切片を作製して診断し，患者の手術
方針や治療方針の助けとする他に，いくつかの基礎的な
共同研究をしています。例えば，免疫組織化学法を用い
た様々なホルモン分泌脳下垂体腺腫の同定。人脳下垂体
の電子顕微鏡的検索。又最近ある種の gliomaや脳下
垂体腺腫に， sex hormone receptorや glucocorticoicl 
receptorが正常な脳組織の中よりも多量に存在してい
る事実が解ってきて，これに対する臨床応用の第一歩と
してヌ}ドマウスに脳腫療を移植して，抗ホノレモン剤の
効果を調べる実験にとりかかっています。この他に，剖
検脳及び手術標本などの症例数の多いことが当地の利点
の1つで，年間にいくつかの珍しい症例も経験すること
が出来ます。米国では専門医制度が確立しており，普通
のコースとしては，医学部卒業後インターン 1年，一般
病理2年，更に神経病理 2年勉強後試験を受けて神経病
理の専門医になります。全米各地からエモリーの神経病
理へのレジデントの応募は多く，毎年断わるのに苦労し
ているようです。
私の研究室は， W oodruff Memorial Buildingの中に
あります。蛇足になりますが， Mr. W oodruffはコカコ
ーラ社の会長で，エモリー大学に毎年多額の研究費を寄
付してくれるそうです。コカコーラ社の本社がアトラン
タ市にあることは，ここに来て始めて知りました。
近年日本の経済発展はめざましいものがあり，米国に
住んでも，車，電器製品，カメラ等日本製品の蔓延には
目をみはるものがあります。しかし国土の広さと潜在資
源の豊かさは驚くばかりで，開放的な米国人気質も一部
ここから来ているように思われます。この機会に，こち
らの良い所を吸収して帰りたいと考えています。
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